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都市再生整備計画　事後評価シート

蛭川地区

（原案）

平成23年10月

岐阜県中津川市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 145ha

交付期間 0.44

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初
変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり
なし
あり
なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

目標
達成度

6,823 H17

 １）事業の実施状況

文部科学省の制度拡充に伴い、補助制度を「まちづくり交付金」から「安
全、安心な学校づくり交付金」に変更して計画期間内に実施する。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

道路：市道鳩吹町切線、地域生活基盤施設：蛭川公民館（蛭子座）耐震改修

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

①②交付要項改正に伴い地域生活基盤施設に変更する。
③改修した蛭子座と一体となる周辺整備（エントランス、広場）を行うことに
より、地域交流活動の推進と利用者の利便性の向上、安全の確保が可能
になり、利用者数等指標の向上も期待できる。

平成19年度～23年度

当初計画
から

削除した
事業

#REF!

#REF!

176 H18 687

まちづくり交付金事業の効果を評価するための基礎調査を実施した
い。

実施状況

50.0 H18 87.5

実施内容

従前値 目標値

施設利用者数 人/年

-

#REF!H23

数　　値

9,000

H23

H24.5

％ #REF!

#REF!

#REF! H24.5

H24.5

- ○

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

指標５

その他の
数値指標1
その他の

数値指標２

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指標４

○

従前値

指標３

避難施設の屋内収容可能
人数

目標
達成度

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

①②交付要項改正に伴い地域生活基盤施設に変更する。 ①②影響なし

影響なし

①②影響なし
③指標1(施設利用者数)に影響はあるが、目標および指標は据え
置く。

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

都市再生整備計画に記載し、実施できた
都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

 ５）実施過程の評価

#REF!

その他の
数値指標３

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし

○

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

地域生活基盤施設：①蛭川保育園、②避難誘導標識、③蛭子座ふれあい広場整備

事業活用調査：事業効果分析

人

なし

数　　値

公共施設の耐震化率

岐阜県 市町村名 中津川市

平成19年度～平成23年度 平成23年度

1年以内の
達成見込み

H23 -

目標値

蛭川地区

交付対象事業費 国費率

地区名

効果発現要因
（総合所見）

1年以内の
達成見込み

影響なし

603百万円

地域創造支援事業：蛭川保育園、避難誘導標識

フォローアップ
予定時期

事後評価実施時期

事業名

地域生活基盤施設：蛭川小学校体育館耐震改修

交付期間
の変更

地域創造支援事業：①蛭川保育園、②避難誘導標識

新たに追加し
た事業

指　標

指標２

指標1



様式２－２　地区の概要

単位：人/年 6,823 H17 9,000 H23 #REF! H23

単位：人 176 H18 687 H23 #REF! H23

単位：％ 50.0 H18 87.5 H23 #REF! H23

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

避難施設の屋内収容可能人数

施設利用者数

公共施設の耐震化率

　
大目標　活力ある地域交流を創出する施設整備と、安全で安心できる居住環境の充実を図る。

　　目標１　　重要な伝統文化資源を有効に活用し、地域住民の交流と活性化を図る。
　　目標２　　既存施設の耐震化を図り、災害に強いまちづくりを促進する。

目標値 評価値

蛭川地区（岐阜県中津川市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

●道路 市道 鳩吹町切線 （基幹
事業）
●地域生活基盤施設 蛭川公民館
（蛭子座）耐震改修 （基幹事業）
●地域生活基盤施設 蛭川ふれあ
い広場 （基幹事業）

○関連事業
蛭川小学校体育館耐震改修（予定）

■基幹事業 道路
市道 鳩吹町切線

■基幹事業 地域生活基盤施設
蛭川保育園

県道中野方苗木線

主要地方道恵那蛭川東白川線

○関連事業
市道鳩吹下沢線整備事業(予定)

○関連事業 中山間

○関連事業
県道歩道設置整備事業 (予

■基幹事業 地域生活基盤施設

■基幹事業 地域生活基盤施設
蛭川公民館(蛭子座)耐震改修

○関連事業 中山間地域総合整備事業
活性化施設

□提案事業 事業活用調査
事業効果分析

■基幹事業 地域生活基盤施設
蛭川ふれあい広場

地域住民の交流と活性化を図る事業

●地域生活基盤施設 蛭川公民館（蛭子
座）耐震改修 （基幹事業）
●地域生活基盤施設 蛭川保育園耐震改
修 （基幹事業）
●地域生活基盤施設 蛭川地区内の避難
誘導標識設置 （基幹事業）
○関連事業 蛭川小学校体育館耐震改修

災害に強いまちづくり促進事業

市道 鳩吹 線
蛭川公民館（蛭子座）

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

①蛭子座および蛭川ふれあい広場等の有効利用の継続・充実…蛭子座や蛭川ふれあい広場を利用したイベント・まちづくり活動の更なる充実を図る。【●まちづくり活動支援事業など】
②安全で便利な道路・グラウンド等の利用促進と更なる充実…農村公園等の有効利用と道路ネットワークの更なる充実を図る。【●まちづくり活動支援事業など(再掲)　●主要地方道・市道等整備事業など】
③耐震改修済み公共施設等の有効利用と効果的利用のための取組みの充実…避難体制の充実等を図る。【●防災・避難活動支援事業など】

まちの課題の変化
①蛭子座および蛭川ふれあい広場等の整備により、地域の情報発信の充実が図られ、利用者等も大きく増加した。
②市道整備等を推進することにより、既存道路およびグラウンド等の有効活用を図ることのできる状況になっている。
③蛭川保育園の耐震改修が完了し、安全で利用しやすい施設が実現している。(地域の要望に答えている。)

○関連事業 中山間
地域総合整備事業
棚田長坂線(予定)

○関連事業 農村総合整備モデル事業
農村公園

蛭川福祉センター
やすらぎ荘

■基幹事業 地域生活基盤施設
避難誘導標識

提案事業

凡 例

事業効果分析

基幹事業

関連事業

市道 鳩吹町切線

蛭川ふれあい広場 蛭川保育園
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